
RIWACの研究事業・教育研究支援活動紹

社会調査に役立つ統計分析：SPSSワ ークショップ
2024年2月27日（火） ～3月1日（金）

講師：金明中先生（ニッセイ基礎研究所上席研究員、 亜細亜大学特任准教授）

現代女性キャリア研究所では、 2012年から学内の学生 ・ 教職員を対象として、 『社会調査に役立つ統計分析：

SPSSワ ークショップ』を開催しています。

講義では、 SPSSの韮本操作からデータの加工などの某礎知識、 統計分析の理解からクロス集計、 回帰分析等、

基礎編と応用編を計 4 日にわたって実践的学習が行われました。 参加後のアンケ ー トの満足度も高く、 本年度も

大変好評なワ ークショップとなりました。

ワ ークショップ「夏のキャリアスター トアップセミナー」
2023年9月19日（火）、 20日（水）

講師：安斎徹先生（清泉女子大学教授）

『夏のキャリア ・ スタ ー トアップ ・ セミナ ー ～アニメ映画とワ ークショップを通じて、 これからのキャリア

を考えよう！ ～』を日本女子大学の学生向けに開催いたしました。

身近なアニメ映画や参加型のワ ークショップを通じて、 これからのキャリア（生き方・働き方）を考えるきっ

かけを提供し、 今後のキャリア形成に向けて自ら考え、 自ら行動する意欲を醸成する機会となりました。 こうし
て「一歩」を踏み出すきっかけになった2 日間は、 参加してくださった学生の皆さんの貴重な経験となりました。

RIWAC-D 
（リワック・データ・ア

国際婦人年(1975年）以降に実施された、女性とキャリア（生き

方）に関する社会調査を多数収集し、 その詳細書誌デ ー タをデー タ
ヽベ ー ス化しネット上で公開しています。 レポー トや論文作成、 ゼミ

報告などに、 多様な社会調査をぜひご利用ください。

所蔵件数1623件(2024年3月1日現在）
http:// search.riwacjp/ 

『現代女性とキャリア』発行
年に一回、 『現代女性とキャリア」を発行してい

ます。 論文のほか、 主催した講演会やシンポジウム

の記録、 研究所や学内のキャリアに関する事業活動

についての報告を収録しています。 また、 投稿論文

も受け付けております。 詳細はHPをご参照くださ

い。 本書をご希望の方は送料負担のみでお送りいた

します。 メ ー ルにて当研究所へお問い合わせくださ
しヽ。
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軍忙に情と亨〒リア
＇
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'AC 資料室のご紹介

資料室にキャリアに関する文献を多数所蔵してい
ます。 閲覧をご希望の方は当研究所へお問い合わせ

ください。

お願い
当研究所では、女性とキャリアに関する社会調査

のデ ー タア ー カイブ (http ://search.riwac.jp/)を公

開しています。 女性とキャリアに関する社会調査資

料をお持ちの方は、 ご協力お願いいたします。

2024 vo l. 15 
． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．

ews Letter 
． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．

Research Institute for Women and Careers 

，益池日本女子大学



●●●●●● 
日本女子大学現代女性キャリア研究所シンポジウム
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「女性が働く意味を問う」
2023年12月2日（土）実施

一橋大学名営教授 埼玉学園大学教授

木本喜美子 杉浦浩美

12月2 H （土）に「女性が働く意味を問う」と題す

るシンポジウムを開催いたしました。 オンライン参加を

含め、 全国から100名を超える参加者を迎え、 盛大な

会となりました。

第一部では、 一橋大学名誉教授の木本喜美子先生をお

招きし、「女性が働く意味を問う一共働き文化の過去・

現在・未来？」というテ ー マで基調講演をいただきまし

た。

まず、 女性が働く意味という問いについて、 様々な先

行研究を検討することで、 シンポジウムの命題を明確化

されました。 次に、 日本的雇用慣行の形成と揺らぎに着

目されました。 そこでは、「女性が働く意味」を考える

にあたり、 戦後日本の男女の働き方•生き方を枠づけて

きた日本的雇用慣行の仕組みをおさえつつ、 非正規化と

共働き化によって揺らぎが生じている現在の局面を概観

しました。 また、 日本の労働環境における、 賃金水準・

管理職比率．勤続年数をめぐる様々な男女間格差の現状

も確認しました。

これらを踏まえて、「女性が働くこと」をいかに捉え

るかということに論を進め、「女性が働くこと」を把握

し位置づける際に、「近代家族論」がもたらした問題点

を取り上げました。 そして、女性労働の多様性の軽視／

捨象傾向に対して、 共働きの水脈を掘り起こすことから

研究の重要性を提起しました。

さらに、 女性が働く意味を調査事例を含めて改めて検

討しました。 地方圏での調査事例（調査対象者は80歳

代後半および40歳の女性）を挙げながら、 これらの事

例において働くことがどのように意味づけられてきたの

か、 その必要性がどこから生じたのかを考察しました。

そこから、 現代から近未来に向けた女性が働く意味につ

いて考えるヒントを得ることができました。

』
·--▼言1•一

名古屋大学准教授
日本女子大学教授

現代女性キャリア研究所所長

上村泰裕 永井暁子

第二部では、 パ ネルディスカッションとして、 埼玉

学園大学教授の杉浦浩美先生、 日本女子大学教授、 現

代女性キャリア研究所の永井暁子所長、名古屋大学准

教授の上村泰裕先生から、 講演を踏まえた上でのご講

演をそれぞれいただきました。

杉浦浩美先生は、「なぜ女性の就労は〈選択〉の問題

とされてきたのか」と題し、 近代家族論の側から、 女

性が働く意味を問われ続けてきたことを改めて整理さ

れました。 女性が、 就労＝経済的自立というシンプル

な就労観から遠ざけられ、 それが現在の女性労働者の

困難にもつながっているのではないか、 という問題意

識の下、 現在に至る女性の「就労観」と政策の関係に

ついて論じられました。

永井暁子所長は、「家計と夫婦関係から見た女性が働

く意味」と題し、 女性の就業を含めライフコ ースの変

化が起きている中で、「家計」の視点から女性が働くこ

とは「家計の補助」から変化しているのだろうかとい

うことについて考えました。

上村泰裕先生は、「働くことの意味と保護」と題して、

ディ ー セントワ ー クに着目し、 働く意味と保護という

ふたつの軸から様々な働き方を検討しました。

最後に、 フロアからの質問に対する各先生のご意見

をいただきながら議論を深め、 活発なパ ネルディスカッ

ションを行いました。 今回のシンポジウムでは、「女性

が働く意味」について、 日本の就労環境を再考すると

ともに、 未来の在りようを考える貴重な時間となりま

した。

●●●●●●●●●●●● 研究会報告

第 1 回研究会

●●●●●●●●●●●● 

「遺族年金を考える」

9月21日（木）18:00~19:30

日本女子大学人間社会学部教授の中尾友紀先生をお迎えして、 研究会をハイブリッ

ドで開催いたしました。

男女差がある遺族年金は、 男女平等の観点から今後、 その解消が求められることに

なります。 今後の遺族年金のあり方について、 働く女性という視点で考える機会を提

供いただきました。 学内の先生方や学生に加えて、 遠方の他大学からも多くの方に参

加いただき、 活発に質疑応答も行われ、 新しい知識や視点を得る貴重な機会となりま

した。

第 2 回研究会

「女性と政治」

12月15日（金）16:00~18:00

シドニ ー 大学准教授の米澤陽子先生とラ ・ トロ ー ブ大学准教授のエマ ・ ダルト

ン先生をお迎えして、 研究会をハイブリッドで開催いたしました。 米澤先生には

「国会における女性政治家の話し方に関する考察」、 ダルトン先生には「東京都議

会女性議員の「女性」に関する発言の分析」についてご報告いただき、 政治と女

性のかかわりに新しい視点を得る機会となりました。 学内の先生方や学生に加え

て、 遠方の他大学や海外の大学の方も参加いただき、 多くの質疑応答も行われ、

盛況のうちに終了いたしました。
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第 3 回研究会

「性暴力と男女不平等社会」

2月22日（金）10:30~12:00

日本女子大学名誉教授であり、 現代女性キャリア研究所元所長の大沢真知子先生を

お迎えして、 研究会をハイブリッドで開催いたしました。

「性暴力と男女不平等社会」と題して、 性暴力救済センタ ー「日赤なごやなごみ」の

設立の経緯ならびに NHK「性暴力被害者調査」(2022)などから、 性暴力に関する具

体的状況や明らかになった課題を知る良い機会となりました。

学内の先生方や学生に加えて、 遠方の他大学からも参加いただき、 質疑応答後、 性

暴力と男女不平等社会の構造的問題について活発な討論が行われました。

••• その他の活動 ●●● 

オ ー プンキャンパス展示
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8月6日（土）／9月3日（日）のオ ー

プンキャンパスにRIWACのブースを

開設し、 多くの方に研究所の活動をご

覧いただきました。


